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阪南中央病院での取り組み

阪南中央病院 医療安全管理部

患者情報室「とまり木」

北田淳子

2013年7月1日

こんなにあるのかカルテ・レセプト開示拒否

阪南中央病院の概要

病床数 235床（6病棟）

内科・外科・整形外科・眼科

産婦人科・小児科・皮膚科

ＭＦＩＣＵ・ＮＩＣＵ

看護配置 ７対１入院基本料

平均在院日数

2012年度（9.7日）

１９９９年 ALS発症
運動神経が侵される進行性の神経難病

２００１年 人工呼吸器装着
呼吸困難を起こし、緊急入院

声を失う

２００３年 胃瘻造設
食べる楽しみも奪われる

昨日できていた事が
次の日には出来なくなる
不安を抱えながらの
毎日の生活

阪南中央病院のスタッフを中心に
支えながら約3年間在宅生活を送る

ＡＬＳ（筋委縮性側索硬化症）
発症～事故に至るまで

2004年 胃瘻のボタン交換のため入院
人工呼吸器のガイド・ドライブラインが外れる事故が起こり、
無酸素状態に。意識はもどることなく2か月後に亡くなる。

2011/2/44

何故、病院を責めなかったのか

事故直後の家族の思い

帰るんじゃ
なかった

自責の念

病院（当事者）からの謝罪

そんな時

事故被害者の一番の願い

いったい何が起
こったの？

知りたい

事故に対しては許すことは出来ない。でも「正直に被害者家族に向き合
う」という病院の姿勢は、私たち家族の気持ちを怒りに変えず、前を向
いて次に進ませてくれた。
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当該病院の職員に！

事故から1年後、病院から職員への誘いが・・・

＜病院からの言葉＞

1．被害者家族が病院に入ることで、職員が安全意識を
持ち続ける

2．家族の今後を見守っていきたい
3．職員になりきらず、患者の視点で病院へ

病院は真剣に医療安全を考えているんだと職員になる決心を

5

2006年5月 患者情報室「とまり木」を開室
患者さんが気軽に相談できる場所として設置

患者情報室「とまり木」
2006年5月１５日開室

学ぶ

憩う つなぐ

病気を調べる
お手伝いをする

患者さんの不安な
気持ちに寄り添う

多種多様な相談を
専門部署につなぐ

寄り添う

カルテ開示の方法

申請型カルテ開示

患者の申請に従って

カルテ開示を行なう方法

配布型カルテ開示

カルテを患者のもとに配
布、閲覧を患者の意思に
任せる方法

（配布中の管理責任は患
者自身となるため、当院
では入院時に配布につい
ての希望を聞く）

配布型カルテ開示への取り組み

2001年 5月 平成13年度 日本看護協会通常総会

シンポジウム 「看護記録と情報開示」で存在を知る

（みなと医療生活共同組合 協立総合病院）

2001年 7月 協立総合病院（名古屋） 見学

2002年 3月 診療情報管理室設置

2002年 9月 東5階病棟（小児科）にて開始

・経過用紙に医師が毎日記録していた

・配布する対象が説明の対象と一致している

2006年 4月 医療安全管理委員会方針に挙げる

2006年10月 講演会（協立総合病院 原院長）

2007年 1月 全科において配布開始
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配布型カルテ開示の目的

個人情報のコントロール権の保障

（患者情報の患者によるチェック）

インフォームドコンセントの促進の一助

（診療過程のリアルタイムな情報提供）

診療に対する患者の積極的な参加

（医療従事者と患者の情報の共有）
協立総合病院 原院長 講演録引用

信頼関係の向上および医療の安全確保

医療安全管理委員会2006年度方針

１．マニュアル等の見直し改訂

２．職場における安全管理点検活動の日常化

３．新聞事故報道、院内事故報告の有効活用

４．医療安全管理委員会事務局体制の

強化による安全管理活動の活性化

５．患者参加による医療安全推進
「配布型カルテ開示」の全科への導入

診療情報の提供、開示および、

個人情報保護に関する法的根拠

インフォームドコンセントと医師の説明義務

診療情報の提供等に関する指針

（厚生労働省・医政局長通達2003年9月）

個人情報保護に関する法律（2003年5月）

厚生労働省のガイドライン（2004年12月）

※これらに関連した院内規程に基づき、

「診療情報の提供と配布型診療録等開示の基本指針」

「入院カルテの配布に関する運用施行細則」を作成

病名、病状の真実告知を原則に

医療を行い、その上にたって、

医療者と患者さまがより積極的に

診療情報を共有し、納得していただ

いたうえで治療を進める。

阪南中央病院でのカルテ開示の意義
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開示の範囲と危害情報の取り扱い

対象
・患者本人もしくは患者の

代理親権者

・閲覧時間内は患者（代理親
権者）が自己責任において
閲覧者を決定できる

配布する診療記録等
・入院カルテに綴じられてい

る一切の文書

危害情報

・患者本人の心身の状況を著し
く損なうおそれのある記録
（病名告知、予後情報、

ＤＮＲ指示書等）

第三者情報

・第三者の利益を害するおそれ
のある情報

非開示とする

カルテ開示の割合 希望する

内科 外科 整形外科 小児科 産婦人科 眼科 皮膚科

2007年 19.1% 26.3% 21.6% 68.2% 34.8% 23.3%

2008年 13.8% 17.1% 18.9% 65.4% 41.0% 23.8% 79.9%

2009年 14.3% 19.7% 18.5% 54.6% 45.3% 20.1% 84.3%

2010年 15.5% 22.7% 15.9% 56.0% 43.4% 13.7% 86.1%
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患者アンケート調査結果①

調査期間

2007年11月

調査対象

入院カルテを閲覧された患者さま

回答数 総数124

内科⇒15 外科⇒11 整形外科⇒11

産婦人科⇒59 小児科⇒18 眼科⇒10

患者アンケート結果②
どの記録を見られますか？
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①医師の記録

②看護師の記録

③検査結果

④温度表

⑤薬剤師の記録

⑥手術記録
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カルテ開示で良かった点

・お産の経過や産後の経過を自
分で確認できるから良い。

・赤ちゃんの状態がわかって良
かった。

・検査データが確認出来る。

・処置の内容、使われた薬剤を
知ることが出来る。

・医師や看護師がどんな事を観
察しているのかがわかる。

・不安があるから自分の病気を
見ておきたい

カルテ開示で困った点

・医療用語がわからなかった。

・血液検査の項目（ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ）

・検査の要注意って何？

・検査結果の見方がわかりにく

い。

患者アンケート調査結果③

良かった点

・カルテが見やすくなった。

・患者の目を意識した表現に心がけるようになった。

・医療者側のカルテ記載や患者説明に対する意識が

向上した。

・不必要な記録が少なくなった。

・看護記録を記入時は、誤字や表現により注意するよ

うになった。

職員アンケート調査結果

カルテ配布を中止するケース

①カルテの管理
認知症等、カルテの管理が困難と主治医が判断した場合

②告知の問題
カルテを開示することにより治療が困難になると
医師が判断した場合

③院内感染を防止するために
ノロウイルス・インフルエンザ等の感染症流行期

患者さんとのトラブルは一切生じていない。
0612

入院カルテ配布に関するご案内と意思確認書

阪南中央病院では、医療者と患者様がより積極的に診療情報を共有し、納得していただ

いたうえで治療を進めてまいります。具体的には、院内の運用施行細則に従い入院カルテ

を希望される患者様のもとに一定時間お配りし自由に閲覧していただきます。配布した時

間内においては、患者様本人の同意があれば、どなたでもカルテを閲覧していただけます。

また、ご質問やご意見があれば、主治医、看護師、薬剤師等が説明させていただきます。

カルテの管理責任は当院にありますが、配布中は患者様自身に管理していただきますの

で破損や紛失のないように十分ご注意下さい。また、病室からの持ち出しは固くお断りい

たします。なお、コピーを必要とされる場合には、病院の許可を得るという当院の所定の

手続きをとっていただくことになりますのでご了承下さい。

カルテ配布の実施方法は、各科各病棟で異なりますので、入院された病棟で詳細を説明

させていただきます。

以上のことを実施していくにあたり、患者様の意思を確認させていただくことになりま

したので、以下の設問にお答え下さい。

阪南中央病院 病院長

入院される患者様へおうかがいします

１． あなたは入院中に悪性の病気が見つかった場合、告知を希望されますか。

①希望する ②希望しない

２． あなたは入院中に病気や検査結果について重要な説明を受ける際に、どなたの

同席を希望されますか。

①自分ひとりで聞く。

②同席を希望される場合、おふたりまでお名前を書いて下さい。

氏名（ ）続柄（ ）

氏名（ ）続柄（ ）

３．あなたはカルテの配布を希望されますか。

①希望する ②希望しない

注１） 患者様によるカルテ管理が困難と主治医が判断した場合は、ご希望に

添えないこともありますので、あらかじめご了承下さい。

注２） 入院中に変更を希望される場合は遠慮なくお申し出下さい。

西暦 年 月 日 患者氏名 （ ）

入院カルテ配布に関するご案内

阪南中央病院では、病名、病状の真実告知を原則に医療を行っています。その上にたっ

て、医療者と患者さまがより積極的に診療情報を共有し、納得していただいたうえで治療

を進めています。入院時には、院内の運用施行細則に従い、入院カルテを希望される患者

さまのもとに一定時間お配りし、自由に閲覧していただくことができます。以下の事項を

お読みになり、入院カルテ配布ご希望の有無をお聞かせ下さい。

１．配布した時間内においては、患者さま本人の同意があれば、どなたでもカルテを閲覧

していただけます。また、ご質問やご意見があれば、主治医、看護師、薬剤師等が説

明させていただきます。

２．カルテの管理責任は当院にありますが、配布中は患者さま自身に管理していただきま

すので破損や紛失のないように十分ご注意下さい。病室からの持ち出しは固くお断り

いたします。また、コピーを必要とされる場合には、病院の許可を得るという当院の

所定の手続きをとっていただくことになりますのでご了承下さい。

３．患者さまによるカルテ管理が困難と主治医が判断した場合には、ご希望に添えないこ

ともあります。

４．入院中に変更を希望される場合は、遠慮なくお申し出ください。

５．カルテ配布の実施方法は、各科各病棟で異なりますので、入院された病棟で詳細を説

明させていただきます。

以上のことをご確認のうえ、入院カルテ配布ご希望の有無をお答え下さい。

阪南中央病院 病院長

入院される患者さまへおうかがいします

あなたは入院カルテの配布を希望されますか。

①希望する ②希望しない

西暦 年 月 日 患者自筆署名 （ ）

入院カルテ配布に関するご案内
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入院カルテ配布に関するご案内
（拡大版）

1．あなたは入院中に悪性の病

気が見つかった場合、告

知を希望されますか。

2．あなたは入院中に病気や検

査結果について重要な説

明を受ける際にどなたの

同席を希望されますか。

3．あなたはカルテの配布を希

望されますか。

あなたは入院カルテの

配布を希望されますか。

＜2006年作成＞ ＜2012年12月改訂＞

患者さんのご相談から

87歳女性（認知症）が体調を崩し入院。食べることが難しく、点滴も外してし
まうことから胃瘻を造設することに。内視鏡で15分ほどで済むと聞いていたの
に、胃壁を傷つけたと急遽開腹手術に。病院からは「不可抗力の事故でミスでは
ない」との説明。納得いかない、医療ミスではないか。

ご家族より

患者さんとして理解できない気持ちを尊重。インフォームドコンセントがきち
んと出来ていないこと、今も母親に口から食べさせてあげたいという思いが強
いことがわかった。

病棟にご家族の思いを伝え、言語聴覚士の指導の下、ゼリーなど飲み込みやす
いものを摂取。体調も良くなりご家族の表情も変わってきた。

「ミスかどうかの問題は今も納得していない。
でも対応には誠意を感じた。」

その後も定期的に通院し、「とまり木」に顔を出してくれている。

当院「けいれん外来」で長年てんかんの治療を受けてきた。
後縦靭帯骨化症も発症し治療をしていきたい。2つの病気を専門に診てもらえる
病院を探してもらえないか。

40代男性（母親から）

「てんかんセンター」と「脊椎外科」のある病院を調べ、担当医に相談があっ
たことを伝えることによって、後日紹介状を書いてもらい無事治療に繋ぐこと
が出来た。

背景には・・・

信頼しているだけに聞きづらい。
一生懸命診ていただている先生に申し訳ない
⇒でも一度専門の先生には診てもらいたい。

間接的に情報を提供することで安心して治療にのぞめる

患者さんのご相談から
ご家族より

92歳の父が白内障と診断。高齢のため手術は出来ないと言われた。
父は全く耳が聞こえず片目もほとんど失明状態。今は反対の目で何とかコミュニ
ケーションをとっているが、その目まで見えなくなると大変だし、本人も楽しみ
がなくなってしまう。

①手術の際にコミュニケーションがきちんととれるのか。
②改善する可能性が低いのではないか。
問題はあるが、次回の受診までにいい方法を考えようと患者さんには伝えたは
ずだが・・・（カルテにも記載）

患者さんが理解していなければインフォームドコンセントとはいえない。
不信感に繋がり、生活への不安だけが残ってしまうだけ。

眼科より

患者さんのご相談から
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診察を待っている時って、先生に聞きたいことを思い出し
たりするから、メモでもあればと思うんです

患者さんの意見から改善されたこと

伝えたいことがありましたら下の欄にご記入ください

拡大

予約票に記載された質問

・急に胎動が減った。子宮口が前から柔らかいと言われているので心配
子宮頸管の長さと子宮口の具合を教えてほしい。（産婦人科）

・数日前、白いおりものがありました。時々白い塊のようなおりものが
あります。心配ないでしょうか。（産婦人科）

・咳をすると尿漏れします。赤ちゃんが下がってきていないか心配で
しょうがありません。（産婦人科）

・両足の指、甲に風呂の踏台が倒れました。打ち身だけだと思います
が、念のためレントゲンをお願いします。（整形外科）

・2週間ほど前から両手の平が熱く、熱感があるようです。最近腰痛が
ひどくなったようで横になる時間が長くなりました。（整形外科）

・左右のふくらはぎに傷があり膿が出ています。外傷に対する処置は整
形外科で受けていますが、糖尿病の関係で内科的には影響ないでしょ
うか。（内科）

・今飲んでいる薬は私に合っているのでしょうか。最近体が痒く、湿疹
も出来ています。(外科）


